
 

美浜発電所１号機
湿分分離加熱器ドレンタンク上部からのわずかな蒸気漏れの原因と対策について

系統別概略図

蒸気漏れ箇所の保温取り外し状況

当該漏えい箇所

※：漏えい検査箇所（０．１MPaにおいて石鹸水にて発泡の有無の確認）

▲：浸透探傷検査箇所
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材質：炭素鋼
板厚：約６cm

容量：約３．５m3

運転圧力：約４．８MPa
運転温度：約２６０℃

　マンホール

　高圧給水加熱器へ

　湿分分離加熱器より
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浸透探傷検査結果　(▲)

微小な穴

浸透指示模様

反マンホール側



 

外観点検、浸透探傷検査（PT）及び破面観察結果
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（炭素鋼）

約25mm

約50mm

約70mm
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切断箇所

約１mmφ程度の微小な穴が２箇所認められた。
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Ｂ断面b矢視の破面観察

　浸透探傷検査（PT）結果
閉止栓の断面図

今回の閉止栓取付状況
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リング溶接ルート部と外表面近傍の空
洞のつながっていると思われる指示

リングとの溶接ルート部指示
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D断面C

Ｄ断面C矢視の破面観察
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当該閉止栓施工経緯

　設計時（昭和４３年４月頃）
　　圧力計用座として設計

　タンク工場製作（昭和４４年３月頃）
　　圧力計用座として製作
　　　水圧試験時　仮栓取付
　　　水圧試験後　仮栓撤去

　現地据付時（昭和４４年１０月頃）
　　湿分分離加熱器ドレンタンクに圧力計を設置
　　する計画であったが、現地据付時に不要と判
　　断し、当該管台は、系統耐圧試験前に今回の
　　閉止栓を取り付けたと推定される。
　　なお、施工した閉止栓は、溶接検査対象外で
　　あり、図面による指示や施工記録がなく確認
　　できないため、現地の手持ち材料により製作・
　　施工されたものと推定される。

漏えいを確認（平成１７年１月２０日）

水圧試験時 水圧試験後

切断

閉止栓取付

蒸気が漏えい

推定原因

今回の対策
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①リング部の欠陥
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閉止栓溶接部側面図

溶接士

漏えい側

通路

壁面

湿分分離加熱器ドレンタンク

初層溶接

②溶接つなぎ部の欠陥

２層１ビード目

③ビード間の欠陥

漏えい

２層２ビード目

推定メカニズム

ﾘﾝｸﾞ状鋼材

管台

棒状鋼材
溶接部

漏えい側は溶接しにくい
体勢で行ったと推定

リング状鋼材と管台とのす
き間から、溶接に伴うガス
の巻き込み等により、溶接
欠陥が発生

円周溶接では、溶接士と反対
側の位置で、溶接つなぎ部が
発生するが、溶接しにくい体
勢で行われたため、溶接欠
陥が発生

２層１ビート目と同様の原
因により、溶接欠陥が発生

溶接に伴う
ガスの
巻き込み等

溶　接　体　勢


